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施
設
概
要

　

株
式
会
社
マ
ル
タ
イ
福
岡
工
場
は
、

福
岡
県
福
岡
市
西
区
に
位
置
し
、主
力

商
品
の『
長
崎
皿
う
ど
ん
』の
製
造
並

び
に
各
種
商
品
の
ス
ー
プ
・
調
味
油
の

製
造
充
填
を
行
う
工
場
で
あ
る
。同
工

場
で
は
環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
、ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
都
市
ガ
ス
利
用
設
備
、太
陽
光

発
電
設
備
、太
陽
熱
利
用
温
水
設
備
な

ど
を
設
置
し
て
い
る
。福
岡
工
場
の
施

設
概
要
を
表
①
に
、『
長
崎
皿
う
ど
ん
』

の
製
造
工
程
を
図
①
に
示
し
た
。

※
同
工
場
で
は
工
場
見
学
を
受
け
入
れ
て
お

り
、生
産
ラ
イ
ン
な
ど
の
見
学
が
可
能（
要
事

前
予
約
）。実
施
日
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
の

詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

http://w
w
w
.m
arutai.co.jp/ 　

　

株
式
会
社
マ
ル
タ
イ（
本

社
：
福
岡
県
福
岡
市
）は
、『
味

の
マ
ル
タ
イ
』を
企
業
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、看
板
商
品

の『
棒
ラ
ー
メ
ン
』を
始
め

と
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
・
カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
同
社
福
岡
工

場
は
２
０
１
３
年
１
月
に
稼

動
を
開
始
し
た
。主
力
商
品

『
長
崎
皿
う
ど
ん
』の
製
造

を
中
心
に
行
っ
て
お
り
、１

日
２０
万
食
の
生
産
能
力
を
有

す
る
工
場
で
あ
る
。同
工
場

は
、都
市
ガ
ス
の
積
極
的
利

用
、ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

工
場
排
水
の
中
水
再
利
用
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
の
４
本
柱
で
環
境
負
荷
低

減
の
実
現
を
目
指
す
工
場
で

あ
る
。

「震災以降のエネルギーシステムの選択」ー九州における３事例。

図①　『長崎皿うどん』製造工程

コージェネレーションシステムと
再生可能エネルギーを積極的に利用し、
環境負荷の低減を目指す。

株式会社マルタイ 福岡工場（福岡県福岡市）

コージェネレーションシステム、太陽光発電及び太陽熱利用を行い、省エネ・省CO2を図っている。

震災以降のエネルギーシステムの選択

8:00～17:00
8:30～17:30

株式会社マルタイ 福岡工場施設概要
表①

所在地
敷地面積
延床面積

工期
操業

想定電力需要　

福岡県福岡市西区今宿青木
約3万6,000㎡

2011年12月～2012年12月
工場部門
事務所部門　
1,000kW

約1万3,500㎡
（工場1万1,500㎡、
 本社事務所等約2,000㎡）

数回に分けてめん生
地を伸ばすことで、コ
シのあるめんを作って
います。

トレーにめんをのせる
ことで、めんを壊れに
くくしています。

何度も検査をして不良品を取り除く
ことで、良品のみを出荷しています。

パリパリとした食感に
するために、ラーメン
よりも細い切り刃を
使っています。

圧延
蒸煮

箱詰

包装

出荷

封函

整形

冷却
引き伸ばし

重量検査重量
検査

金属
探知

X線
検査 賞味期限捺印

賞味期限捺印

定寸・定量カット

添付品投入

縮麺
切出し

容器詰

油揚げ複合

ミキサー
ミキサ

ー室 麺製造
室

麺充填
室

麺冷却
室

震
災
以
降
の

幅
広
い
業
態
で
、B
C
P（Business Continuity Plan 

事
業
継
続
計
画
）対
応
、

節
電
、省
エ
ネ
、省
C
O
2

の
観
点
か
ら
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
急
拡
大

震
災
以
降
、B
C
P
、節
電
の
観
点
か
ら
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
建
築
物
が
増
え
て
い
る
。

今
回
は
そ
の
中
で
も
興
味
深
い
３
つ
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

１
つ
目
は
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
環
境
負
荷
低
減
を
目
指
す

　
　
　
　

  

株
式
会
社
マ
ル
タ
イ 

福
岡
工
場

２
つ
目
は
、多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
最
大
効
率
で
活
用
す
る

　
　
　
　

  

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社 

博
多
工
場

３
つ
目
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
重
化
に
よ
り
、病
院
機
能
継
続
を
実
現
し
て
い
る

　
　
　
　

  

済
生
会
熊
本
病
院

こ
の
よ
う
に
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
B
C
P
対
応
、節
電
の
観
点
か
ら

導
入
し
て
い
る
施
設
の
業
態
は
幅
広
く
、そ
の
活
用
法
も
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
３
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、

以
降
の
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
選
択

創
刊
特
集

9

株式会社マルタイ
コージェネと再生可能エネルギーで
環境負荷の低減を目指す

アサヒビール株式会社
多様なエネルギー源を最大効率で活用

済生会熊本病院
エネルギーの多重化により、
病院機能継続を実現

1

3

2
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太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
利
用

温
水
供
給
設
備
概
要

　

同
工
場
建
屋
屋
上
に
は
定
格
出
力

３０
ｋ
Ｗ（
２
０
８
．４
Ｗ
パ
ネ
ル
×
１

４
４
枚
）の
太
陽
光
発
電
設
備（
写
真

②
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。取
材
日（
６

月
６
日
）の
天
候
は
薄
曇
り
で
あ
っ
た

が
、こ
の
日
の
昼
間
の
出
力
は
１８
ｋ
Ｗ

程
度
で
あ
っ
た
。発
電
さ
れ
た
電
力
は

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
管
轄
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制

度
を
活
用
し
、ｋ
Ｗ
ｈ

当
り
４２
円（
※
１
）
で
電

力
会
社
に
売
電
し
て

い
る
。年
間
３
０,
０
０

０
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
の
発

電
量
を
想
定
し
て
お

り
、百
数
十
万
円
の
売

電
収
入
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

太
陽
光
発
電
設
備

近
傍
に
は
太
陽
熱
利

用
温
水
供
給
設
備（
写

真
③
）も
設
置
さ
れ
て

お
り
、発
電
だ
け
で
な

く
熱
利
用
も
行
っ
て

い
る
。パ
ネ
ル
内
部
を

流
れ
る
循
環
水
を
太

陽
熱
に
よ
り
加
温
す

クリーンなエネルギーを利用し、低炭素社会の実現に向け取り組んでいる。

る
こ
と
で
、約
６０
℃
の
温
水
を
シ
ャ

ワ
ー
室
、手
洗
い
な
ど
の
工
場
内
施
設

に
供
給
し
て
い
る
。再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
太
陽
光
を

積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。

※
１
：
平
成
２４
年
度
申
請
分
の
買
取
価
格
。

適
用
時
の
買
取
価
格
が
２０
年
間
に
渡
り
保
証

さ
れ
る
。平
成
２５
年
度
の
買
取
価
格
は
３
７
．

８
円（
１０
ｋ
Ｗ
以
上
）で
あ
る
。

　

株
式
会
社
マ
ル
タ
イ
福
岡
工
場
で

は
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め

と
し
た
諸
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
ク
リ
ー
ン
な
都
市
ガ
ス
を
積
極

的
に
利
用
し
、更
に
太
陽
光
を
利
用
し

た
発
電
及
び
熱
利
用
を
行
っ
て
い
る
。

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
排
熱
を
温
水
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
で
約
１５
％
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
削
減
、都
市
ガ
ス

の
積
極
的
な
利
用
に
よ
り
C
O
2
排

出
量
３０
％
削
減
、硫
黄
酸
化
物（
Ｓ
Ｏ

Ｘ
）排
出
ゼ
ロ
、窒
素
酸
化
物（
Ｎ
Ｏ

Ｘ
）排
出
量
７０
％
削
減
を
目
指
す
。更

な
る
環
境
負
荷
低
減
策
と
し
て
、工
場

排
水
を
処
理
し
、そ
の
一
部
を
ト
イ
レ

な
ど
の
雑
用
水
に
使
用
す
る
こ
と
で

○
参
考
文
献

株
式
会
社
マ
ル
タ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
arutai.co.jp/

天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
器

デ
ー
タ
２
０
１
３（
日
本
工
業
出
版
）

写真②　太陽光発電設備（京セラ（株））

写真③　太陽熱利用温水供給設備（矢崎エナジーシステム（株））

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
概
要写真①　ガスエンジン

｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ 株式会社マルタイ 福岡工場 ｜ ｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ 株式会社マルタイ 福岡工場 ｜

株式会社マルタイホームページ

約
７
％
の
節
水
も
可
能
な
設
備
を
有

し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
注
目
さ
れ
る

分
散
型
電
源
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
複
合
的
に
取
り
入
れ
た
先
進

的
な
事
例
で
あ
る
。

　

今
回
の
施
設
取
材
に
あ
た
り
、ご
多

忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
株
式
会
社
マ

ル
タ
イ 

福
岡
工
場
長 

外
尾
様
、主
任 

松
田
様
ほ
か
、ご
担
当
者
の
皆
さ
ま
に

多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
こ
に
誌
面
を
借
り
て
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（

取
材
：
佐
々
木 

寛
）

ガスエンジン仕様
型式

定格出力
定格電圧
定格電流
相数
燃料
燃料消費量
排熱回収

CP35VC

35kW
AC200V
101A
三相3線
都市ガス13Ａ
9.13N㎥／h
温水回収

エネルギー系統図

ヤンマー
エネルギー
システム（株）

低圧電灯（100V）

系統連携

排熱回収

夏期
冬期

蒸気

蒸気

冷温水

熱交換

処理外気

冷媒

低圧動力（200V）

高圧
（6,600V）

低圧
（2kPa）

低圧
（2kPa）

中圧
（0.2MPa）

中圧
（0.2MPa）

高圧受電
（九州電力）

都市ガス
（西部ガス）

給水

受変電設備

マイクロコージェネレーション給気
照明照明

GHP室内機

工場　製造エリア

外気処理空調機

GHP室外機

ボイラー

吸収式冷温水機
（ジェネリンク100RT、直焚（排熱利用無）180RT）

生産設備 生産設備

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
工
場
の
稼
動
時

間
に
合
わ
せ
運
転
を
さ
れ
て
お
り
、

７
時
３０
分
〜
１８
時
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ（D

aily 
Start and Stop

）運
転
を
行
っ
て
い

る
。主
に
夏
期
・
冬
期
の
空
調
負
荷
の

多
い
時
期
に
運
転
を
行
い
、排
熱
利
用

率
を
高
め
て
い
る
。

　

発
電
電
力
は
、系
統
連
系
で
、工
場

内
の
生
産
設
備
の
負
荷
に
供
給
さ
れ

て
い
る
。排
熱
は
、温
水
回
収
さ
れ
、夏

期
は
吸
収
式
冷
温
水
器
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク（
冷
房
能
力
１
０
０
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）の

補
助
熱
源
と
し
て
外
気
処
理
に
利
用

さ
れ
る
。冬
期
は
プ
レ
ー
ト
式
熱
交
換

器
に
よ
っ
て
熱
交
換
さ
れ
た
後
に
外

気
処
理
空
調
機
の
熱
源
と
な
っ
て
い

る
。外
気
負
荷
以
外
を
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）に
て
処
理（
空
調
）し

て
い
る
。業
態
上
衛
生
管
理
に
は
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
お
り
、虫
や
埃
の
侵

入
を
防
ぐ
た
め
陽
圧
喚
気
を
実
施
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
の
都
市
ガ
ス
利
用
設
備
と

し
て
は
、ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る『
長

崎
皿
う
ど
ん
』生
産
設
備（
連
続
式
蒸

器
、連
続
式
フ
ラ
イ
ヤ
ー
）へ
の
蒸
気

の
供
給
を
行
っ
て
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
設
備
の
燃
料
と
し
て
都
市
ガ
ス

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。エ
ネ
ル

ギ
ー
系
統
図
を
以
下
に
示
し
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
と

し
て
、定
格
出
力
３５
ｋ
Ｗ
の
マ
イ
ク
ロ

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン（
以
下
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
・
写
真
①
）が
２
台
導
入
さ
れ
て
い

る
。本
設
備
導
入
に
際
し
て
は
、一
般

社
団
法
人
都
市
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー

が
公
募
す
る
平
成
２４
年
度
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
補

助
金（
平
成
２５
年
度
よ
り
分
散
型
電
源

導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
に
改
称
）を

活
用
し
て
い
る
。



↓
燃
料
転
換（
重
油
か
ら
天
然
ガ
ス
へ
）、
ア

ン
モ
ニ
ア
冷
凍
機
導
入
な
ど

③
水
資
源
の
保
全

水
資
源
の「
安
全
管
理
」と「
有
効
利
用
」、「
水

質
管
理
」
と
い
う
３
つ
の
観
点
か
ら
、
ビ
ー

ル
の
大
切
な
原
料
の
一
つ
で
あ
る
森
林
の
保

全
に
取
り
組
む

高い省エネ性を実現し、
多様なシステムを
最大効率で活用。

アサヒビール株式会社 博多工場（福岡県福岡市）

アサヒビール（株）は、環境負荷低減の重点取り組みとして、
コージェネシステム・CO2排出量の少ない
エネルギー（天然ガスなど）への転換を積極推進。
博多工場でも需要対応型コージェネシステムを導入し、
環境貢献とBCP（事業継続計画）対応を実現。

14 13

ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
力

設
備
概
要

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み

｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ アサヒビール株式会社 博多工場 ｜

環境保全を念頭に、様々なシステムを無駄なく効率的に活用。

2

3 4

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
は
、

敷
地
面
積
約
12
万
㎡
、年
間
生
産
量

が
約
28
万
㎘（
2
0
1
2
年
実
績
）

（
3
5
0
㎖
缶
換
算
約
8
億
本
）の
主

力
ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
で
は
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

C
O
2
、フ
ロ
ン
ガ
ス
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
向
け
て
、グ

ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
に
は
企
業
行
動
指
針
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
環
境
と
安
全
へ
の
配

慮
」を
具
体
化
し
た
環
境
基
本
方
針
を

定
め
ら
れ
た
。そ
れ
に
基
づ
き
、ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
で
は
以
下

の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
の
推
進

C
G
S
の
導
入
を
は
じ
め
、熱
・
電
気
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
利
用
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う

↓
C
G
S（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
式
）の
導
入
、蒸

気
背
圧
タ
ー
ビ
ン
式
冷
凍
機
導
入
ほ
か

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
制
御

「
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
C
O
2
や
フ
ロ

ン
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
に
、C
O
2
の
再
利

用
、C
O
2
の
排
出
量
が
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
、フ
ロ
ン
を
使
用
し
な
い
冷
凍
機

の
導
入
な
ど
を
進
め
る

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
の

C
G
S
の
主
要
機
器
は
、航
空
機
転
用

型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
原
動
機
と
す
る

発
電
端
出
力
3,
2
0
0
k
W
の
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
装
置（
写
真
①
）と
追

焚
き
バ
ー
ナ
ー
付
排
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

（
写
真
②
）で
あ
る
。C
G
S
の
シ
ス
テ

ム
系
統
図
を
P.
15
に
示
す
。

　

排
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
排
熱
回
収
に
よ
り
1.
3
7
M
P
a
G

の
プ
ロ
セ
ス
蒸
気
を
製
造
す
る
。蒸
気

は
ア
キ
ュ
ー
ム
レ
ー
タ
ー
を
経
由
し

て
、0.
5
M
P
a
G
の
蒸
気
と
し
て

製
造
工
程
へ
送
ら
れ
る
。排
ガ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
排
ガ
ス
入
口
側
に
は
追
焚
き

バ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。追
焚

き
バ
ー
ナ
ー
の
燃
料
と
し
て
、工
場
の

嫌
気
性
排
水
処
理
過
程
で
発
生
す
る

メ
タ
ン
ガ
ス
を
優
先
的
に
使
い
、不
足

分
は
都
市
ガ
ス
13
A
で
補

う
。蒸
発
量
は
追
焚
き
バ
ー

ナ
ー
の
燃
料
流
量
に
よ
り

調
整
さ
れ
る
が
、麦
汁
煮
沸

工
程
な
ど
の
蒸
気
消
費
量

が
大
量
で
C
G
S
か
ら
の

発
生
蒸
発
量
の
み
で
不
足

す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合

は
、更
に
25
t
/
h
の
都
市

ガ
ス
焚
き
水
管
ボ
イ
ラ
ー

１
缶
を
立
ち
上
げ
て
対
応

す
る
。排
ガ
ス
出
口
部
に
は

殺
菌
用
の
湯
を
製
造
す
る

低
温
熱
交
換
器
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。排
ガ
ス
出
口
温

度
は
1
0
0
℃
と
非
常
に

低
い
温
度
と
な
り
、排
ガ
ス

の
持
つ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
ガ
ス
13
A
は

3
3
0
k
P
a
G
で
供
給

さ
れ
、追
焚
き
バ
ー
ナ
ー
や

水
管
ボ
イ
ラ
ー
へ
、そ
の
圧

力
で
供
給
し
、ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
へ
は
ス
ク
リ
ュ
ー
圧

縮
機
で
1.
5
7
M
P
a
G

ま
で
昇
圧
し
て
か
ら
供
給

す
る
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
は
、

福
岡
市
博
多
区
に
位
置
す
る

1
9
2
1
年（
大
正
10
年
）に
操
業
を

開
始
し
た
九
州
で「
最
も
歴
史
あ
る
」

ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、環
境

負
荷
低
減
の
重
点
取
り
組
み
と
し
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
以
下
、C
G
S
）の
導
入
を
は
じ
め
と

す
る
熱
・
電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

有
効
活
用
や
、C
O
2
排
出
量
の
少
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
積
極
的

に
推
進
さ
れ
て
い
る
。博
多
工
場
で
は
、

2
0
0
5
年
に
都
市
ガ
ス
13
A
を
燃

料
と
し
、工
場
内
の
嫌
気
性
水
処
理
過

程
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
追
焚

き
用
の
燃
料
と
し
て
利
用
す
る

C
G
S
を
導
入
さ
れ
て
以
来
、C
G
S

の
運
転
を
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、九
州
地
区
で

も
節
電
要
請
や
計
画
停
電
の
可
能
性

が
増
し
た
こ
と
か
ら
、従
来
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
C
O
2
排
出
量
削
減
だ
け

で
な
く
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確
保
か
ら

も
C
G
S
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

震災以降のエネルギーシステムの選択

アサヒビール（株）博多工場

写真①　ガスタービン発電装置と発電機盤
ガスタービン種類
型式
燃料
発電機種類
発電機端出力

単純開放サイクル2軸式
ASE50（ハネウェル社）
都市ガス13A
三相交流同期発電機
3,200kW

写真②　追焚きバーナー付排ガスボイラー
種類
常用圧力
蒸発量
燃料

自然循環式水管ボイラー
1.37MPaG
20t/h（追焚時）、8.5t/h（追焚無）
主燃料 都市ガス13A
副燃料 バイオガス（嫌気性排水処理より発生）



病
院
概
要

　

済
生
会
熊
本
病
院
は
熊
本
市
南
区
に

位
置
し
、周
囲
の
緑
と
の
調
和
が
美
し
い
、

病
床
数
4
0
0
床（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

42
床
な
ど
を
含
む
）、職
員
数
1,
6
8
8

名
を
誇
る
病
院
で
あ
る
。主
な
設
備
と
し

て
手
術
室
、人
口
透
析
装
置
、ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
、P
E
T
/
C
T
、ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
を
有
す
る
地
域
の
救

急
・
高
度
医
療
拠
点
で
、特
に
、内
視
鏡

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用

い
た
先
進
医
療
を
実
施
す
る
病
院
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
は
本
館
と
予
防
医
療
セ
ン

タ
ー
、外
来
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
で
構

成
さ
れ
、本
館
は
地
上
6
階
建
、敷
地

面
積
は
8
0,
1
3
7
㎡
、延
床
面
積

は
5
8,
0
0
9
㎡
で
あ
る
。
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運
用
状
況

｜ 震災以降のエネルギーシステムの選択 ｜ アサヒビール株式会社 博多工場 ｜

　

C
G
S
は
、操
業
停

止
す
る
土
曜
・
日
曜
を

除
い
て
24
時
間
連
続
の

フ
ル
ロ
ー
ド
運
転
で

あ
る
。2
0
1
2
年
の

C
G
S
運
用
実
績
で
は
、

博
多
工
場
全
体
の
消
費

電
力
の
C
G
S
比
率

6
8.
1
%
、C
G
S
の

総
合
効
率（
追
焚
き
を

含
む
）は
9
1.
3
%
と

高
い
値
を
達
成
さ
れ
た
。

　

ま
た
、ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

（
株
）博
多
工
場
は
、受

電
電
力
の
節
電
や
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、

九
州
地
方
で
も
節
電
要

請
が
あ
り
、2
0
1
1

年
に
は
高
C
O
P
ア
ン

モ
ニ
ア
冷
凍
機
へ
の
更

新
や
冷
熱
系
統
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
最
大
受

電
電
力
を
前
年
比
約

1,
0
0
0
k
W
の
削

減
を
、2
0
1
2
年
に

は
更
に
冷
熱
貯
蔵
タ
ン

ク
の
活
用
な
ど
に
よ
り

最
大
受
電
電
力
の
前
年
比
約

3
0
0
k
W
の
低
減
を
成
し
遂
げ
ら
れ

た
。又
、受
電
電
力
総
量
の
減
少（
発
電

電
力
総
量
増
加
）を
目
的
と
し
て
、

2
0
1
2
年
系
統
電
力
の
受
電
一
定
値

を
5
0
0
k
W
か
ら
1
0
0
k
W
に

変
更
。そ
れ
に
よ
り
、構
内
電
力
負
荷

が
低
い
時
で
も
、C
G
S
発
電
出
力
が

最
大
限
利
用
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

更
に
2
0
1
2
年
に
は
計
画
停
電
な

ど
に
備
え
る
た
め
、C
G
S
が
停
電
時

に
で
も
運
転
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

単
独
運
転
仕
様
へ
改
造
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
施
設
取
材
に
あ
た
り
、ご

多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル（
株
）博
多
工
場
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
部
の
三
笘
様
、な
ら
び
に
関

係
者
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。こ
こ
に
誌
面
を
借
り
て
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

エネルギーの多重化

により、病院機能継続を実現。
（天然ガスコージェネレーション、重油非常用発電機、CVCF）

済生会熊本病院（熊本県熊本市）

社会福祉法人恩賜財団済生会では、
エネルギー供給の継続が重要な課題であるという事業の特質から、
ガスコージェネレーションの導入に積極的に取り組んでいる。
熊本市の済生会熊本病院では、補助金活用によりイニシャルコストを低減し、
既設ガスコージェネレーション設備を最新の高効率設備に更新。
非常時対応やピーク時対応、大幅な省エネ・省コストを実現した。

震災以降のエネルギーシステムの選択

済生会熊本病院

（
取
材
：
井
上 

俊
彦
）

済生会熊本病院概要
所在地
開設
病床数
職員数
診療科
施設

敷地面積
延床面積

熊本市南区近見5丁目3番1号
1935年9月16日
400床（救命救急センター42床等含む）
1,688名
内科、外科、消化器内科、消化器外科等
本館、予防医療センター

80,137㎡
58,009㎡

外来がん治療センター

CGSシステム系統図 九州電力66kv送電線

特高変電所

変電所

66kv/3.3kv
10MvA

3.3kv

原動棟サブ受電室

食堂・空調へ

排水処理施設

アキューム
レーター

原動棟
ボイラー室

蒸気タービン
駆動ターボ冷凍機（220kW）

都市ガス
330kPaG

水管ボイラー
25t×2缶

0.5MPaG

0.5MPaG

1.3MPaG

各施設サブ変電所へ

52B

66kv/3.3kv
10MvA

242F7

3.3kv
1.3MPaG

構
内
配
電
網

GAS COM

低温熱交換器

ガスタービン発電機
3,200kW×1基

追焚きバーナー付排ガスボイラー
20t/h×1缶（追焚きなし 8.5t）

追焚きバーナー

シロキ酸
除去装置

CH4

乾
式
脱
硫
塔

湿
式
脱
硫
塔

各
系
統
へ

低
圧
ヘ
ッ
ダ
ー

高
圧
ヘ
ッ
ダ
ー



図③　省エネ効果
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設
備
更
新
の
概
要
と
効
果

　

済
生
会
熊
本
病
院
で
は
1
9
9
5

年
に
現
在
の
場
所
へ
移
転
す
る
際
に
、

3
0
0
k
W
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
３
台
（
計

9
0
0
k
W
）を
導
入
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
は
、設
置
か
ら
15

年
が
経
過
し
更
新
時
期
を
迎
え
て
い

た
た
め
、4
0
0
k
W
の
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
写

真
①
）3
台（
計
1,
2
0
0
k
W
）に

更
新
し
た
。節
電
の
観
点
か
ら
契
約

電
力
お
よ
び
買
電
量
を
引
き
下
げ
る

た
め
、エ
ン
ジ
ン
発
電
容
量
を
合
計

停
電
対
応

9
0
0
k
W
か
ら
1,
2
0
0
k
W
に

増
量
し
た
。従
来
機（
ス
ト
イ
キ
燃
焼
）

か
ら
発
電
効
率
の
高
い
機
器（
希
薄
燃

焼
）に
変
更
し
、発
電
容
量
を
拡
大
す

る
と
同
時
に
、従
来
と
ほ
ぼ
同
量
の
排

熱
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。病

院
で
は
熱
需
要
が
多
く
、排
熱
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
排
熱（
蒸

気
）は
滅
菌
、洗
濯
、乾
燥
に
、温
水
は

空
調
、給
湯
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

機
器
の
選
定
に
お
い
て
は
、最
新
の

高
効
率
機
器
を
採
用
す
る
こ
と
で
、エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
大
幅
に
改
善
さ
せ
た
。

エネルギーの多重化による災害時の電源供給対策、コスト削減に効果を発揮。

図②　コージェネレーション更新内容表②　イニシャルコスト低減効果

補助外工事
（受変電設備の改造・基礎・防音壁・フェンス・自動制御工事）

図④　環境負荷低減効果

図⑤　ランニングコスト低減効果-1 図⑥　ランニングコスト低減効果-2

　

熊
本
病
院
で
は
、病
院
と
い
う
事

業
の
特
質
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
継
続
を
重
要
な
課
題
と
し
て
位

置
付
け
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
4
0
0
k
W
×
3
台
）、非
常
用
発

電
機（
4
5
0
K
V
A
、5
0
0
k
W
）

（
A
重
油
焚
、備
蓄
3
日
分
）、C
V
C
F

を
組
み
合
わ
せ
て
、非
常
時
の
電
源
供

給
を
確
保
し
て
い
る
。コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、都
市
ガ
ス
を
使
用
し

て
お
り
信
頼
性
の
よ
り
高
い
中
圧
配

管
に
よ
り
継
続
的
な
電
源
供
給
が
可

能
で
あ
る
。災
害
時
以
外
の
長
期
停
電

で
も
継
続
し
て
発
電
で
き
る
。非
常
用

発
電
機
は
Ａ
重
油
を
使
用
し
、

1,
5
0
0
ℓ
の
地
下
タ
ン
ク
に
燃

料
を
備
蓄
す
る
こ
と
で
、ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
、排
煙
装
置
な
ど
の
防
災
負

荷
に
３
日
間
供
給
が
可
能
で
あ
る
。

C
V
C
F
は
、電
気
の
商
用
系
統
の
瞬

停
・
停
電
時
に
も
、医
療
機
器
な
ど
の

あ
ら
か
じ
め
選
定
し
た
負
荷
に
定
電

圧
定
周
波
数
給
電
を
維
持
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
Ａ
重
油

を
燃
料
と
す
る
非
常
用
発
電
機
の
複

数
燃
料
の
発
電
機
を
組
み
合
わ
せ
て

使
用
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多

重
化
を
図
り
、さ
ら
な
る
防
災
性
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

　

本
事
例
で
は
、高
効
率
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
設
備

更
新
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、予
防

保
全
と
と
も
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、

環
境
改
善
、コ
ス
ト
の
低
減
を
達
成
し
、

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
な
医
療
環
境

の
提
供
に
よ
る
病
院
と
し
て
の
質
の

向
上
や
運
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る

財
務
へ
の
貢
献
が
実
現
で
き
た
。こ
の

よ
う
な
事
例
が
さ
ら
に
増
え
る
よ
う

期
待
し
た
い
。

　

今
回
の
施
設
取
材
に
あ
た
り
、ご

多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、本
取
材

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
済
生
会

熊
本
病
院
の
経
営
企
画
部
施
設
保
全

室 

草
西
様
、池
田
様
、田
尻
様
お
よ
び

関
係
者
の
皆
様
に
誌
面
を
借
り
て
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2,700

2,690

2,680

2,670

2,660

2,650

2,640
更新前 更新後

（KL） エネルギー使用量

地域新エネルギー等導入促進業

2,697KL／年

2,661KL／年

46,000

44,000

42,000

40,000

38,000

36,000

34,000
更新前 更新後

（千円） 契約電力基本料金

44,395千円／年
1,860kW

37,795千円／年
1,560kW

129,500
129,000
128,500
128,000
127,500
127,000
126,500
126,000
125,500

更新前 更新後

（千円） エネルギーコスト

129,000千円／年

126,800千円／年

4,500
4,400
4,300
4,200
4,100
4,000
3,900
3,800
3,700
3,600

更新前 更新後

（t） CO2排出量

4,377t／年

3,902t／年

設計費・
工事費

総事業費 補助対象経費 補助金

262,400 235,644 117,822（
取
材
：
村
杉 

玲
子
）

型式
定格発電出力
燃料
発電効率
排熱回収効率

EP400G（ヤンマーエネルギーシステム（株））
400ｋＷ
都市ガス13Ａ
39．6％
31％

写真①　更新後のガスエンジンコージェネレーション

更
新
前
は
、発
電
効
率
28
%
、排
熱
回
収

率
39
%
、総
合
効
率
67
%
だ
っ
た
の
が
、

更
新
後
は
発
電
効
率
40
%
、排
熱
回
収

率
31
%
と
大
き
く
向
上
し（
図
②
）、こ

れ
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
原

油
換
算
で
年
間
3
0
6
k
l（
図
③
）、

C
O
2

排
出
量
で
年
間
4
7
5
t（
図

④
）の
削
減
想
定
と
な
る
。ま
た
、契
約

電
力
を
約
3
0
0
k
W
、電
力
契
約
の

基
本
料
金
を
年
間
6
6
0
万
円（
図

⑤
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
2
2
0
万

円（
図
⑥
）削
減
予
定
で
、イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
も「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
補
助
金
」の
活
用
で
従
来
よ
り
も

約
1
億
1,
8
0
0
万
円（
表
②
）も
低

減
さ
せ
る
こ
と
で
、コ
ス
ト
低
減
効
果

も
非
常
に
大
き
い
。

電気エネルギー
発電効率：28%

ガスエネルギー

更新前 電気出力300kW×3台　総合効率67%

更新後 電気出力400kW×3台　総合効率71%

ガスエネルギー

熱エネルギー
熱回収効率：39%

電気エネルギー
発電効率：40%
熱エネルギー
熱回収効率：31%

（千円）

▲306KL／年

▲6,600千円／年
▲300kW

▲2,200千円／年

▲475t／年


	co-GENET_01_02 6.pdf
	co-GENET_01_02 7
	co-GENET_01_02 8
	co-GENET_01_02 9
	co-GENET_01_02 10

